
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 高山自動車短期大学 

設置者名 学校法人 高山短期大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

自動車工学科 夜 ・

通信 
4  70 74 7  

 
夜 ・

通信 
    

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2021/p13-17_2021tcsyllabus.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 高山自動車短期大学 

設置者名 学校法人 高山短期大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://takayamacollege.ac.jp/files/information/2021/yakuin_2021.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社役員 

2017.12.25 

～ 

2021.12.24 

経営管理体制チェック 

非常勤 弁護士 

2017.12.25 

～ 

2021.12.24 

コンプライアンス監視 

非常勤 会社役員 

2017.12.25 

～ 

2021.12.24 

財務体制チェック 

非常勤 会社役員 

2019.5.20 

～ 

2021.12.24 

経営管理体制チェック 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 高山自動車短期大学 

設置者名 学校法人 高山短期大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスは１２月中旬次年度カリキュラムの決定後に作成へと入り、各科目担当者に

統一された様式に基づいて記載を依頼する。 

シラバスは科目別に作成され１科目１ページから２ページで掲載している。 

 各科目の統一された記載項目は、「科目名」、カリキュラムに対応する「科目番号」、「単

位数」、「必修・選択」の別、「担当教員」、「到達目標」、「学習内容」、「授業計画［回数、

授業内容、準備学習（予習・復習）での取り組み事項、準備学習時間（予習・復習）］」、

「成績の評価方法・基準」、「教科書・配付資料」、「参考書」、「オフィスアワー」、「その

他（履修の要件など）」である。 

各科目担当者が作成した原稿の提出締切日を１月末日とし、教務課で取りまとめ後に印

刷会社に編集の依頼をする。校正原稿は各科目担当者に期日を決めて確認を依頼し併せ

て教務委員会の委員にも記載内容等の確認を依頼している。 

シラバスは３月末日までに製本されて完成し、新入生・教職員には４月の最初に配付さ

れる。またホームページでの公表は６月中をめどに公開している。 

授業計画書の公表方法 
https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2

021/p00-04_2021tcsyllabus.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

教育課程を完遂するために、本学での成績評価の方法は次のように行われている。 

成績評価は、「学則」第２３条（修了の認定）、第２５条（成績の評価）及び「教務規程」

第５条（単位の認定）に則り行われている。 

第２５条（成績の評価）では、学修成果に基づき〔秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）、可（Ｃ）〕

合格、不合格の基準を規定している。 

本学では、試験の成績（点数）のみで成績の評価を行うだけでなく、受講態度、平常成

績をも加味し、「建学の精神」を反映した学習に望む姿勢や意欲をも考慮した総合評価

を導入している。これらについては、シラバスの最初のページに掲載している。この「学

則」、「教務規程」を受けてシラバスには各授業科目の概要等について記述している。 

各授業科目の記載事項には、「到達目標」を３項目、「授業計画」では各回に行われる 

授業内容、それに伴う準備学習（予習・復習）での取り組み事項と準備学習時間（予 

習・復習）、「成績の評価方法・基準」、「その他（履修の要件など）」を明示し、学修成 

果を厳格かつ適正に単位の認定を実施している。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

ＧＰＡについては、「教務規程」第５条（単位の認定）１０項に規定している。先述

したようにシラバスの最初のページに規程を掲載し、シラバス自体をホームページにて

公表している。第５条１０項は、 

 〔成績の評価値の一つとしてＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）制度を取り

入れる。ＧＰＡは「秀（Ｓ）」を４点、「優（Ａ）」を３点、「良（Ｂ）」を２点、「可（Ｃ）」

を１点、「不可」・「再試験」・「追試験」を０点として、各科目の成績評価と履修登録し

た授業科目数をもとに算出した数値である。 

このＧＰＡ値は、学修指導のほか進級判定、卒業判定、退学勧告、奨学金、表彰等の判

断基準に用いる。〕と規定している。 

尚、学生へのＧＰＡの公表は、前期・後期の定期試験結果発表及び追再試験の結果発表

時に配付する学業成績票に「ＧＰＡ値」と「ＧＰＡによる順位」を記載し実施している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2

021/p00-04_2021tcsyllabus.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の【教育目的・目標】は、〔自動車工学科では、産学一体の理念のもとに、社会

生活に役立つ実学を教育の柱とし、人間性豊かな技術者の育成を行う。 

 幅広い教養と自動車工学の専門知識・技術を修得するとともに、二級自動車整備士の

資格取得を目指す。〕と掲げている。 

【卒業認定・学位授与の方針】は、〔建学の精神にのっとり学則第２１条（履修方法）、

第２３条（修了の認定）、第２５条（成績の評価）及び教務規程第５条（単位の認定）

に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行い、以下に定める要件を満たした者に対して

卒業を認定し、短期大学士（自動車工学）の学位を授与する。 

1. 学則に定められた授業科目及び単位数を取得している。 

2. 自動車工学の専門的な知識を修得している。 

3. 自動車工学の専門的な技術を修得している。 

4. 幅広い教養と優れた人格を修得している。〕 

と掲げている。これらはすべてシラバスの巻頭にある「建学の精神」に続く「教育実施

方針」の中で表明している。またシラバス自体をホームページに掲載し公表している。 

 卒業判定の手順は、２月下旬に開催される卒業認定に関する第１回目の教務委員会、

３月初旬に開催される第２回目の教務委員会で審議される。その後教授会の議を経て学

長が卒業を認定する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2

021/p00-04_2021tcsyllabus.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 高山自動車短期大学 

設置者名 学校法人 高山短期大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/03/ 
収支計算書又は損益計算書 https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/03/ 
財産目録 https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/03/ 
事業報告書 https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/03/ 
監事による監査報告（書） https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/03/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：

https://www.jaca.or.jp/jaca_cms/wp-content/uploads/2021/03/21_R2hyoka_takayama

jidosya_tankidaigaku.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 自動車工学科 

教育研究上の目的（公表方法：

https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2021/p00-04_2021tcsyllabus

.pdf                     

（概要） 

本学の【教育目的・目標】は、〔自動車工学科では、産学一体の理念のもとに、社会

生活に役立つ実学を教育の柱とし、人間性豊かな技術者の育成を行う。 

 幅広い教養と自動車工学の専門知識・技術を修得するとともに、二級自動車整備士の

資格取得を目指す。〕と掲げている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：

https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2021/p00-04_2021tcsyllabus

.pdf                      

（概要） 

高山自動車短期大学は、建学の精神にのっとり自動車工学科では、学則第２１条（履

修方法）、第２３条（修了の認定）、第２５条（成績の評価）及び教務規程第５条（単

位の認定）に基づき、厳格な成績評価と単位認定を行い、以下に定める要件を満たした

者に対して卒業を認定し、短期大学士（自動車工学）の学位を授与する。 

1. 学則に定められた授業科目及び単位数を取得している。 

2. 自動車工学の専門的な知識を修得している。 

3. 自動車工学の専門的な技術を修得している。 

4. 幅広い教養と優れた人格を修得している。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：

https://takayamacollege.ac.jp/files/course/syllabus_2021/p00-04_2021tcsyllabus

.pdf               

（概要） 

高山自動車短期大学は、建学の精神にのっとり教育の目的・目標、卒業認定・学位授

与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、次のように教育課程を編成しています。 

1. 幅広い教養と優れた人格の育成を行うために、「総合基礎」の分野を設け、関連

科目を開講する。 

2. 二級自動車整備士に必要とされる自動車整備技術を修得するために「自動車工学」

の分野を設け、関連科目を開講する。 

3. 自動車工学を幅広く学び、自動車業界において必要とされる知識・技術を修得す

るために、「自動車工学特論」、「ビジネス実務特論」の分野を設け、関連科目を開

講する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://takayamacollege.ac.jp/files/information/2021/jikoupolicy_2021.pdf                  



  

（概要） 

高山自動車短期大学は、建学の精神にのっとり教育の目的・目標、卒業認定・学位授

与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポ

リシー）に基づき、次のような人を求めています。 

1.  より豊かな社会生活の実現のために、気力と向上心のある人 

2.  二級自動車整備士の国家資格を取得したい人 

3.  自動車整備に関する各種の資格取得をしたい人 

4.  幅広い教養と自動車工学の専門知識・技術を修得したい人 

5.  自動車に関する専門知識・技術を活かした仕事に就きたい人 

 

 入学者選抜においては、「学力の３要素」（①知識・技能 ②思考力・判断力・表現力

等の能力 ③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）を評価、把握するため、

次のような評価方法を行います。 

１. 学校推薦型選抜（公募、指定校、特別指定校、女子、専門高校） 

評価方法：推薦書、調査書、面接によります 

２. 一般選抜（奨学生、一般） 

     評価方法：試験結果、調査書、面接（奨学生のみ）によります 

３. 一般選抜（自己推薦） 

    評価方法：自己推薦書、調査書、面接によります 

４. 総合型選抜〔ＡＯ（アドミッションオフィス）〕 

    評価方法：面談、提出課題、調査書によります 

５. その他の選抜（社会人、キャリアアップ、留学生、学士等、帰国子女） 

    評価方法：面接、調査書等によります 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/01/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ １人 － １人 

自動車工学科 － ３人 ２人 ７人 ５人 １人 １８人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 ３人 ３人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：

https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/02/teacher/  

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

自動車工学科 145 人 77 人 53.1％ 295 人 132 人 44.7％ 人 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 145 人 77 人 53.1％ 295 人 132 人 44.7％ 人 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

自動車工学科 
80 人 

（100％） 

3 人 

（3.75％） 

76 人 

（95％） 

1 人 

（1.25％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
80 人 

（100％） 

3 人 

（3.75％） 

76 人 

（95％） 

1 人 

（1.25％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

【様式第２号の３より再掲】 

シラバスは１２月中旬次年度カリキュラムの決定後に作成へと入り、各科目担当者に統

一された様式に基づいて記載を依頼する。 

シラバスは科目別に作成され１科目１ページから２ページで掲載している。 

 各科目の統一された記載項目は、「科目名」、カリキュラムに対応する「科目番号」、

「単位数」、「必修・選択」の別、「担当教員」、「到達目標」、「学習内容」、「授業

計画［回数、授業内容、準備学習（予習・復習）での取り組み事項、準備学習時間（予習・

復習）］」、「成績の評価方法・基準」、「教科書・配付資料」、「参考書」、「オフィ

スアワー」、「その他（履修の要件など）」である。 

各科目担当者が作成した原稿の提出締切日を１月末日とし、教務課で取りまとめ後に印刷

会社に編集の依頼をする。校正原稿は各科目担当者に期日を決めて確認を依頼し併せて教

務委員会の委員にも記載内容等の確認を依頼している。 

シラバスは３月末日までに製本されて完成し、新入生・教職員には４月の最初に配付され

る。またホームページでの公表は６月中をめどに公開している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

【様式第２号の３より再掲】 

教育課程を完遂するために、本学での成績評価の方法は次のように行われている。 

成績評価は、「学則」第２３条（修了の認定）、第２５条（成績の評価）及び「教務規程」

第５条（単位の認定）に則り行われている。 

第２５条（成績の評価）では、学修成果に基づき〔秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）、可（Ｃ）〕

合格、不合格の基準を規定している。 

本学では、試験の成績（点数）のみで成績の評価を行うだけでなく、受講態度、平常成績

をも加味し、「建学の精神」を反映した学習に望む姿勢や意欲をも考慮した総合評価を導

入している。これらについては、シラバスの最初のページに掲載している。この「学則」、

「教務規程」を受けてシラバスには各授業科目の概要等について記述している。 

各授業科目の記載事項には、「到達目標」を３項目、「授業計画」では各回に行われる授

業内容、それに伴う準備学習（予習・復習）での取り組み事項と準備学習時間（予習・復

習）、「成績の評価方法・基準」、「その他（履修の要件など）」を明示し、学修成果を

厳格かつ適正に単位の認定を実施している。 



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
自動車工学科 ６８単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://takayamacollege.ac.jp/campuslife/facilities/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
自動車工学科 840,000 円 210,000 円 240,000 円  

 円 円 円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、少人数のクラス担任制を導入している。学習上の悩みを中心とする様々な相談に

は、クラス担任が応じている。また、本学は専任教員が多いためオフィスアワー以外の時間帯

でも修学に関する質問等の対応も可能である。 

 1 年次修了後の 3 月には地区別保護者懇談会を全国主要都市 9か所で開催し、教職員と学生、

保護者を交えて 1年次の就学状況について成績票を中心に全体的、個別的に説明し、勉学、生

活、就職面等のあらゆる相談に応じている。（尚、令和 2年度は新型コロナウイルス感染症対

策のため会場での開催は中止とし、その代わりオンラインまたは電話での個別相談会を行っ

た。） 

 また、本学では独自の経済支援制度を設けている。入学試験奨学金制度、生活支援奨学金制

度、後援会奨学金制度ほかいくつかの奨学金制度で学生の修学支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学は自動車工学科の単科大学である。学生の大部分が二級自動車整備士の資格取得を目指

し入学してくる。1 年生前期の必修科目には、大手自動車メーカー13 社の担当者の方々にご来

学頂きオムニバス形式の授業を開講している。10 月には先述した各自動車メーカーをはじめと

する全国の系列ディーラー他関係会社約 350 社で組織する本学後援会の総会が開催される。11

月にはその後援会会社に来学して頂き、3週間にわたり学生対象の企業ゼミを実施していただ

いている。在学生数に対する求人数が非常に多いため、学生はほぼ自分が希望する会社に就職

している。 

また、進学についても個別に指導を行っている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

厚生課に所属する教職員、クラス担任がメンタルケアなどを含めた学生の相談に応じてい

る。また、学生寮では担当する教職員が健康管理等の支援を行っている。講義棟、各学生寮に

はＡＥＤを設置し備えている。毎年春には、全学生対象の定期健康診断、新入生には胸部Ｘ線

検査を実施している。インフルエンザの予防接種は、校友会の費用負担で学生の希望者に対し

て無償で、毎年 11 月から 12 月に病院より医師を派遣して頂き行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://takayamacollege.ac.jp/outline/information/01/ 

 

 


